
       
 

                         

                                

                                

 

度
を
経
過
し
て
お
り
、
耐
用
年
数
を

過
ぎ
て
い
る
。 
 

昭
和
五
三
年
ま
で
に
建
設
さ
れ

た
緩
速
濾
過
池
５
〜
７
に
つ
い
て

も
耐
震
化
に
十
分
配
慮
し
た
施
設

で
は
な
い
。
水
槽
構
造
物
の
崩
壊
、

場
内
配
管
の
離
脱
等
予
想
さ
れ
る
。

耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。 

 
 

  

久
保
田
か
ず
え
町
議 

 

福
島
第
一
原
発
事
故
は
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
級
の
大
事
故
と
な
り
、
い

ま
だ
に
収
束
の
め
ど
は
立
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
故
郷
や
田
畑
、
山
林
が

放
射
能
で
汚
染
さ
れ
、
愛
情
を
か
け

た
家
畜
と
も
別
れ
、
見
え
な
い
放
射

能
の
不
安
に
お
び
え
て
暮
ら
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
自

宅
に
帰
れ
る
の
か
、
事
業
が
再
開
で

き
る
の
か
、
今
後
の
生
活
の
め
ど
さ

え
立
た
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。 

 

川
棚
町
は
、
佐
賀
県
の
玄
海
原
発

か
ら
５
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
圏
内

に
入
っ
て
お
り
、
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
玄
海
原
発
は
運
転
開
始
か

ら
３
５
年
８
か
月
の
老
朽
原
発
で
、

１
号
機
の
原
子
炉
は
日
本
で
一
番

わ
れ
や
す
い
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

    

久
保
田
か
ず
え
町
議
は
、
二
期
目

を
迎
え
た
六
月
町
議
会
に
お
い
て
、

防
災
・
原
発
問
題
な
ど
三
点
に
つ
い

て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

 

久
保
田
か
ず
え 

 

川
棚
町
地
域
防
災
計
画
書
を
み
る

と
、
危
険
箇
所
一
覧
表
に
は
、
地
滑

り
、
山
崩
れ
、
決
壊
の
恐
れ
の
あ
る

た
め
池
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
地
滑

り
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
西
部
地
区

で
地
滑
り
を
起
こ
し
や
す
く
、
中
部

地
区
で
は
山
崩
れ
が
起
き
や
す
い
箇

所
が
多
い
と
あ
る
。
洪
水
に
対
す
る

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
作
成
さ
れ
て
い

る
が
、
地
滑
り
山
崩
れ
、
た
め
池
に

つ
い
て
も
作
成
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
避
難
場
所
に
つ
い
て
も
、

川
棚
町
の
人
口
を
考
え
る
と
、
拡
大

が
必
要
と
考
え
る
。
拡
大
し
て
周
知

徹
底
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の

見
解
を
尋
ね
ま
す
。 

 

町
長 
 

川
棚
川
流
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ 

 

   

に
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
は
明
記

し
て
い
る
。
他
の
箇
所
に
つ
い
て
は
県

の
調
査
が
完
了
し
、
危
険
箇
所
の
指
定

が
な
さ
れ
た
あ
と
検
討
し
た
い
。 

 

た
め
池
に
つ
い
て
も
、
土
砂
災
害
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
合
わ
せ
て
検
討
す

る
。 

 

避
難
場
所
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
難

し
い
面
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
周

知
徹
底
は
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

久
保
田
か
ず
え 
 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
あ
く
ま
で
も
紙

で
あ
り
時
間
が
経
て
ば
印
刷
も
薄
く
折

り
目
が
破
れ
た
り
、
紛
失
し
た
り
す
る
。

避
難
場
所
に
立
て
看
板
を
立
て
て
日
頃

か
ら
町
民
の
目
に
つ
く
よ
う
に
し
て
は

ど
う
か
。 

 

町
長 

 

避
難
場
所
に
つ
い
て
の
表
示
は
、
今

後
、
表
示
を
す
る
こ
と
で
計
画
を
し
て

い
き
た
い
。 

 

久
保
田
か
ず
え 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
  

      

上
下
水
道
の
耐
震
化
に
つ
い
て

尋
ね
ま
す
。 

 

山
道
浄
水
場
は
、
昭
和
十
七
年
に

軍
の
水
道
施
設
と
し
て
築
造
さ
れ
、

昭
和
二
一
年
に
町
に
譲
り
渡
さ
れ

た
。 

 

川
棚
町
は
雲
仙
地
溝
南
縁
東
部

断
層
帯
と
西
部
断
層
帯
の
連
動
の

場
合
、
最
大
で
震
度
４
〜
５
弱
が
想

定
さ
れ
る
と
、
長
崎
県
市
町
消
防
広

域
化
推
進
計
画
案
の
中
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
現
在
の
施
設
で
耐
震
化

は
十
分
か
、
町
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
守
る
た
め
に
も
、
耐
震
化
に
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
尋

ね
る
。 

 

町
長 

 

昭
和
六
二
〜
六
三
年
に
か
け
て

の
拡
張
工
事
に
よ
り
、
現
在
の
管
理

棟
、
そ
の
中
に
あ
る
電
気
計
装
設

備
、
ポ
ン
プ
設
備
、
急
速
濾
過
池
等

の
設
備
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

ら
の
設
備
に
つ
い
て
は
耐
震
化
は

図
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
緩
速
濾
過

池
７
池
の
う
ち
１
〜
４
号
池
と
、
そ

れ
に
関
す
る
配
管
等
は
七
〇
年
程 

 

 

第 132号 
 

2011年 8月  

日
本
共
産
党
川
棚
支
部 

町
議
会
議
員 

久
保
田
か
ず
え 

電
話
（
八
三
）
二
三
九
八 

使
用
済
み
燃
料
も
１
６
８
８
体
で
、

貯
蔵
能
力
も
限
界
で
す
。 

 

ま
た
佐
世
保
港
に
入
港
す
る
原

子
力
空
母
で
す
。
動
く
原
発
と
言
わ

れ
る
原
子
力
空
母
の
原
子
炉
は
、
福

島
第
１
原
発
と
ほ
ぼ
同
じ
４
０
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
、
そ
の
危
険
性
は
陸

上
の
原
発
以
上
で
す
。
福
島
原
発
と

同
様
の
事
故
を
起
こ
す
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
こ
と
を
教
訓
に
し
て
川
棚

町
地
域
防
災
計
画
に
追
加
し
て
記

載
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見

解
を
尋
ね
ま
す
。 

 

町
長 

 

長
崎
県
で
も
、
原
子
力
災
害
対
策

に
つ
い
て
、
見
直
し
を
考
え
て
い

る
。
そ
れ
を
持
っ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。(

ウ
ラ
に
続
く) 

 

山道浄水場 
 


